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      A 70-year-old patient was admitted because of prostatic hypertrophy and 
bladder stone, and underwent retropubic prostatectomy. Histological changes of the 
specimen was a unique one and no similar changes were reported in the literature.
　　　　　　　 緒　　　　言
　精嚢腺よ り睾丸寄 りの内生殖器に於 ける精液
潴留症並びに精子侵襲症 に就 いては既に報 告が
あるが,私 は最近極 く稀 と思われ る前立腺肥大
症 に合 併 した排泄管腔内精液潴留及び間質 内精
子侵 入の1例 を経験 した.故 に ごxに 報告す る






















　レ線所見.排 泄 性 尿 路撮影では両腎共に造影剤の
排泄は良好である.膀胱尿道レ線像は定型的な前立腺













認め,ヘ マ トキシリソ,エオヂンに良 く染まるものか
ら或は壊死状にな り,頭部の原形だけを残してエオヂ












精子侵襲症 は極 く最近迄 亟め て稀 で あるとさ
れて居たが,既 に阿部(1951)の報告に ある通
り現在では さ程珍 しいものでは ない.
叉向山(1954)も単純性副睾丸 炎及び副睾丸
結核に際 して9.2%に精子侵襲症 を見て居 る.
然 し乍らその侵襲部位は副睾 丸及び精管 に限 ら
れて居 り,本 症例の如 く前立腺 肥大症 に合併 し
た精液潴留並びに間質 内精子侵 入の症例 は,私
の調べた所 では,当 教 室に於 ける昭和25年より
の前立腺肥大症153例及び前立腺癌31例,前 立
腺炎7例,前 立腺膿瘍2例,計193例 に 於 て
も,叉LubarschのHandbuchを始め丈献 的
にも認 められて居 ない
かかる精液潴留現 象の病因に関 しては,不 明
の域を脱せず,射 精管 下端部の通過障碍 が関係
する事 だけは考 えられ る.
次に間質内精子 侵入に就い て此 の 症 例 は,
Orsos(1941),Oberndorfer(1931),Fried-
man&Garske(1949)等の外傷又は炎症 説及
び阿部(1951)の精子 自身の活動性 説 とは組織
学的所 見よ りして異 なる様で あり,精 液潴留 に
依 る内圧昂 進のために管腔壁破壊 が起 り,精 子
侵入が起つ たのでは ないか と考え られ る.
只此の症例 の精子侵襲症 と異 る所 の所 見は従
来我々が副睾丸で見た ものとは多少 趣 を 異 に
し,肉芽組織の形成及び喰 精現 象の認 められ な
い点である.然 し肉芽組織 の形成及 び喰精現象
の存在を認 めな くとも,か かる間質 内精子侵 入
を所謂精子侵襲症 に入れ るべきか或 は単 に精子
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